
 新型コロナ感染拡大防止といたしまして、第 40 回むろね音楽

会の観覧につきましては保護者・関係者のみといたします。 

 ご理解・ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

（室根市民センターだより） （令和 4 年 11 月 1 日 発行） 
 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行事予定  ※26 日～翌月 25 日までの予定を掲載しています 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、予定の行事が変更・中止となることがございます。 

 

月 日 行 事 内 容 場  所 時 間 

 26(水) 
一刀彫教室 第５回 室根市民センター ９:30～11:30 

健康増進グループ ウォーキング教室 平泉町  

28(金) 津谷川高齢者学級 移動研修 金ヶ崎町  8:45～ 

29(土) 第４０回むろね音楽会 室根中学校体育館  

30(日) 一関市総合 6 人制バレーボール選手権大会 室根体育館  

31(月) 健康増進グループ 百歳体操 室根市民センター 10:00～12:00 

 5(土) 室根中学校 50周年記念式典 室根中学校  

6(日) 
室根総合開発(株)カップ 

第 1 回ソフトバレーボール大会 
室根体育館  

室根バイパスクリーン作戦 
国道 284 室根バイパス

(約 4 ㎞) 8:00～9:00 

7(月) 健康増進グループ 百歳体操 室根市民センター 10:00～12:00 

12(土) 第 18 回むろね産業文化祭 
室根体育館 

 

13(日) 第 18 回むろね産業文化祭・むろね芸能発表会  

14(月) 健康増進グループ 百歳体操 室根市民センター 10:00～12:00 

16(水) 文化史講座「室根の神社仏閣を知ろう」（釘子編） 
※7 月より延期分 

釘子地区  

19(土) 室愉会「むろねドライブインシアター」 室根支所南側駐車場 18:30～20:20 

21(月) 健康増進グループ 百歳体操 室根市民センター 10:00～12:00 
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【編集後記】 朝晩の冷え込みが厳しくなり、室根山や周りの風
景もいつの間にかすっかり秋の彩りになっています。 
室根市民センターでは、「第 40 回むろね音楽会」「第 18 回むろ

ね産業文化祭・むろね芸能発表会」…とイベント続きで準備に大
忙しです。特に「むろね産業文化祭」は新型コロナの影響から中
止が続いていたので、久々に皆さんに楽しんでいただける場にな
ればいいなと思います。ぜひ皆さんでお出かけください♪（Ｔ.Ｋ） 

 

室
根
市
民
セ
ン
タ
ー
成
人
わ
い
わ
い
塾
で
は
、
10
月
18
日

(

火)

「
縄
文
の
風
に
ふ
れ
る
旅
」
を
テ
ー
マ
に
御
所
野
遺
跡
公

園(

一
戸
町)

へ
移
動
研
修
を
行
い
ま
し
た
。 

 

御
所
野
遺
跡
は
縄
文
時
代
中
期
後
半
（
約
五
千
年
前
か
ら
約

四
千
二
百
年
前
）
の
拠
点
集
落
跡
で
、
令
和
３
年
に
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
八
百
年
間
と
い
う
長
期
に
わ
た
っ
て

人
々
が
定
住
し
た
集
落
跡
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
出
土
し
た
土

器
や
、
当
時
の
生
活
の
様
子
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
広
い
敷
地
に
点
在
し
て
い
る
復
元
し

た
竪
穴
住
居
や
、
博
物
館
に
展
示
さ
れ
た
出
土
品
の
数
々
を
興

味
深
く
見
学
し
て
い
ま
し
た
。 

 

 

気
持
ち
の
良
い
秋
の
景
色
の
中
、
古
代
の
文
化
を
楽
し
く
学

ん
だ
移
動
研
修
と
な
り
ま
し
た
。 

 

10
月
２
日(

日)

室
根
一
周
駅
伝
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

各
地
区
の
体
育
協
会
６
チ
ー
ム
、
室
根
中
学
校
２
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
旧
津
谷
川

小
学
校
前(

ス
タ
ー
ト) →

新
田→

星
商
店
ス
タ
ン
ド→

矢
越
郵
便
局
前→

室
根
中

学
校→

室
根
商
工
会
前→

旧
室
根
東
小
学
校(

ゴ
ー
ル)
の
６
区
間
16.8
㎞
の
コ
ー
ス

を
走
り
ぬ
き
ま
し
た
。
室
根
中
学
校
の
地
点
で
繰
り
上
げ
ス
タ
ー
ト
を
行
い
、
そ
こ

ま
で
の
タ
イ
ム
と
ゴ
ー
ル
地
点
で
の
タ
イ
ム
と
を
総
合
し
て
順
位
が
決
定
。 

 

さ
わ
や
か
な
秋
空
の
下
、
各
中
継
所
で
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
、
ど
の
チ
ー
ム

も
精
一
杯
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
、
接
戦
を
繰
り
広
げ
な
が
ら
走
る
選
手
の
姿
に
沿
道

か
ら
は
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

順
位
は
以
下
の
通
り
と
な
り
ま
す
。 

【
一
般
の
部
】 

 

優
勝
：
浜
横
沢
体
協 

 

準
優
勝
：
釘
子
チ
ー
ム 

 

３
位
：
上
折
壁
体
協 

 

４
位
：
折
壁
下
体
協 

 

５
位
：
津
谷
川
体
協 

 
 

 

【
中
学
校
の
部
】 

 

優
勝
：
チ
ー
ム
ま
い
た
け 

 

準
優
勝
：
チ
ー
ム
ま
つ
た
け 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

 

一般の部優勝の浜横沢チーム 

中学生の部優勝のチームまいたけ と 準優勝のチームまつたけ 

10
月 

11
月 

むろね音楽会 

観覧について 

【
地
域
の
話
題
】 

激
走
！ 

室
根
一
周
駅
伝 



 

（室根市民センターだより） （室根市民センターだより） 

  

 

 

   

 

 

 

  

  

  

 

 

  

  

      

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

短
歌 

～
佐
藤 

知
男 

選
～ 

川
柳 

～
内
田 

正
好 

選
～ 

俳
句 

～
村
上 
群
青 

選
～ 

（
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
） 

 

 「ふれあい」文芸コーナーでは、投稿作品を募集しています。毎月 25 日が締切りとなっておりますので、

郵送もしくは室根市民センターへ直接お持ちください。 

 選者による添削ののち、選ばれた句が翌号に掲載となります。【例：11/25 締切分→1/1発行号掲載】 

皆さんの投稿をお待ちしております！ 

一
世
紀
生
き
る
欲
だ
す
九
十
路 

九
十
路
大
地
の
恵
あ
れ
ば
こ
そ 

 
 
 
 
 
 

津
谷
川 

三
浦 

安
幸 

 

久
し
ぶ
り
満
月
出
た
よ
と
外
へ
出
る 

お
お
寒
い
外
に
出
て
見
て
庭
白
い 

 
 
 
 
 
 

矢
越 

小
野
寺 

喜
三
郎 

 

ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
踏
む
の
あ
れ
ど
っ
ち 

免
許
証
を
返
納
す
る
か
更
新
日 

大
相
撲
コ
ロ
ナ
感
染
黒
星
だ 

 
 
 
 
 
 

矢
越 

尾
山 

与
太
郎 

 

赤
と
ん
ぼ
私
の
指
に
と
ま
っ
た
よ 

秋
晴
に
金
色

こ
ん
じ
き

の
風
と
れ
ま
し
た 

 
 
 
 
 
 

折
壁 

昭
和 

小
葉 

 

青
春
の
あ
れ
こ
れ
書
い
て
涙
す
る 

意
味
の
な
い
人
生
な
ん
て
有
り
え
無
い 

育
英
が
白
河
を
越
す
優
勝
旗 

 
 
 
 
 
 

矢
越 

加
藤 

光
春 

 

《
選
者
詠
》 

帰
宅
し
た
先
祖
の
霊
と
盆
踊
り 

台
風
の
進
路
気
に
な
る
こ
の
季
節 

 
 

 

田
圃
に
出
て
は
穂
の
様
子
見
る 

水
沢
の
天
文
台
が
解
き
明
か
す 

 
 

 

宇
宙
の
謎
よ
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル 

 
 
 
 

 
 
 

矢
越 

加
藤 

光
春 

 

庭
先
に
秋
の
彩
り
さ
る
す
べ
り 

 
 

 

紅
白
に
咲
き
見
上
げ
眺
む
る 

朝
毎
の
菜
園
巡
る
習
わ
し
に 

 
 

 

日
々
の
実
り
が
心
癒
せ
り 

 
 
 
 

 
 
 

津
谷
川 

三
浦 

安
幸 

 

秋
風
と
残
暑
が
交
じ
る
盆
棚
に 

 
 

 

香
の
煙
は
ゆ
る
ゆ
る
な
び
く 

水
平
線
揺
る
る
波
頭
を
朱
に
染
め 

 
 

 

陽
は
昇
り
来
る
港
の
宿
に 

 
 
 
 

 
 
 

矢
越 

小
山 

冨
子 

 

突
然
に
逝
き
た
る
叔
母
の
人
柄
を 

 
 

 

写
し
見
せ
た
る
秋
晴
れ
の
空 

 
 
 
 

 
 
 

折
壁 

雷 

風 

 

《
選
者
詠
》 

夕 ゆ
ふ

星 づ
つ

が
ひ
と
日
の
終
り
告
げ
て
を
り 

 
 

 

今
日
と
ふ
過
去
を
ひ
と
つ
残
し
て 

蝶
二
匹
も
つ
れ
て
高
く
上
り
行
き 

 
 

 

鱗
雲
浮
く
空
に
消
え
た
り 

夏
の
星
ギ
リ
シ
ャ
神
話
を
思
い
出
す 

安
倍
さ
ん
の
九
月
の
国
葬
偲
び
泣
き 

矢
越 

加
藤 

光
春 

 

敬
老
日
今
年
も
届
く
祝
い
品 

初
秋
や
祝
福
受
け
て
生
き
て
幸 

 
 
 
 
 
 

折
壁 

小
山 

す
ゑ 

 

秋
め
き
て
シ
ル
ク
や
さ
し
き
肌
ざ
わ
り 

王
冠
を
載
せ
し
柩
や
虫
の
夜 

折
壁 

佐
藤 

川
古 

 

中
秋
の
月
も
叶
わ
ぬ
雲
隠
れ 

サ
ラ
サ
ラ
と
散
り
ゆ
く
落
ち
葉
に
耳
す
ま
せ 

 
 
 
 
 
 

折
壁 

千 

山 

 

鶺
鴒
の
走
る
走
る
や
秋
の
暮 

告
別
の
窓
を
覗
く
や
赤
蜻
蛉 

 
 
 
 
 
 

折
壁 

雷 

風 

 

浮
雲
や
風
情
を
湧
す
秋
の
空 

健
や
か
に
仰
ぐ
大
空
秋
の
朝 

 
 
 
 
 
 
 

津
谷
川 

三
浦 

安
幸 

 

《
選
者
詠
》 

こ
の
星
の
空
の
青
さ
や
濃
竜
胆 

 
こ
ま
ど
り
保
育
園
で
は
、
家

庭
教
育
学
級
「
祖
父
母
交
流
」

と
し
て
、
園
児
か
ら
祖
父
母
の

皆
さ
ん
へ
手
作
り
の
フ
ォ
ト

フ
レ
ー
ム
を
送
り
ま
し
た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
か
ら

交
流
会
は
開
催
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
祖
父
母
の
皆
さ
ん

か
ら
は
園
児
へ
お
礼
の
ハ
ガ

キ
が
届
き
、
心
温
ま
る
交
流
と

な
り
ま
し
た
。 

 

 

室
根
市
民
セ
ン
タ
ー
成
人
教
育

「
初
心
者
カ
メ
ラ
教
室
」
で
は
、
９

月
か
ら
開
催
し
て
い
た
教
室
が
10

月
13
日
に
最
終
回
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

全
４
回
の
教
室
の
中
で
、
講
師
の

遠
藤
凌
平
さ
ん
（
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ

ー
・
室
根
町
在
住
）
か
ら
一
眼
レ
フ

カ
メ
ラ
や
ミ
ラ
ー
レ
ス
カ
メ
ラ
の

基
本
的
な
扱
い
方
を
教
わ
っ
た
ほ

か
、
実
際
に
室
根
町
内
を
歩
き
な
が

ら
、
風
景
や
人
物
の
撮
り
方
、
効
果

的
な
撮
影
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
撮
影
の
仕

方
に
つ
い
て
質
問
し
な
が
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
好
き
な
被
写
体
へ
熱
心
な
様

子
で
カ
メ
ラ
を
向
け
て
い
ま
し
た
。 

６
月
か
ら
開
催
し
て
い
た
成

人
教
育
「
陶
芸
教
室
」
で
制
作
し

た
作
品
が
完
成
し
ま
し
た
！ 

そ
れ
ぞ
れ
、
色
や
形
、
用
途
な

ど
作
成
し
た
皆
さ
ん
の
個
性
が

光
る
素
敵
な
作
品
ば
か
り
で
す
。 

彫
刻
、
写
真
、
陶
芸
な
ど
、
室

根
市
民
セ
ン
タ
ー
の
各
教
室
で

制
作
し
た
作
品
に
つ
き
ま
し
て

は
「
む
ろ
ね
産
業
文
化
祭
」
に
て

展
示
い
た
し
ま
す
。 

お
楽
し
み
に
！ 

そ
れ
か
ら…

 

 

室
根
市
民
セ
ン
タ
ー
成
人
教
育
「
一
刀

彫
教
室
」
で
は
、
９
月
か
ら
開
始
し
た
全

５
回
の
教
室
で
干
支
の
「
卯(

う
さ
ぎ)

」

を
制
作
し
ま
し
た
。 

 

参
加
者
の
約
半
数
以
上
が
彫
刻
は
初

め
て
と
い
う
こ
と
で
、
講
師
の
石
川
昇
明

さ
ん(

京
佛
師
・
大
東
町
在
住)

か
ら
彫
刻

刀
の
扱
い
方
な
ど
、
基
本
的
な
こ
と
か
ら

丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

削
る
範
囲
に
目
印
を
付
け
、
彫
刻
刀
で

少
し
ず
つ
削
っ
て
い
き
、
形
を
整
え
た
後

柿
渋
や
顔
彩
で
色
付
け
を
行
い
ま
す
。 

 
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
少
し
ず
つ
出
来

上
が
っ
て
い
く
自
分
な
り
の
可
愛
ら
し

い
彫
刻
を
、
楽
し
そ
う
に
仕
上
げ
て
い
ま

し
た
。 


